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r産地の研究室か ら /地域ブラ ン ド を育て る (22) ……… 回 目 白 圃 置す
4 1 は新組織体制 の 下 「園芸研究 セ ン タ ー j と し て 発 足 ;
j | ユ リ | し 切 でユ リ を い た 同 は 育種… ;

栽培 ・ 施設科の 2 科 に 分か れ る 体制 と な っ た 4

j - j (新潟県農業総合研究所園芸研究セ ン タ ー 田 中雅生) Z 新潟県 に お け る ユ リ 育種の歴史 Z 
+ は じ め に 新潟 県 に は サ サ ユ リ な ど 数種の 原種が 自 生 し て い ;
+ ユ り は， 日 本や 中 固 な ど東洋 に そ の原種の 多 く が存 る 。 育種の歴史 は古 く ， 当 セ ン タ ー， 県佐渡農業技術 す
4 在す る が， そ れ ら がア メ リ カ や ヨ ー ロ ツ パ に 波 っ た後 セ ン タ ー の ほ か， 民間での育種 も 盛ん に 行わ れ た 。 品; に 品種改良が進み， 現在の切 り 花用 品種の基礎 と な っ 民間育種の歴史 は昭和 20 年代 に ま で さ か の ぼ る o i 
; て い る 。 国 内 で も ス カ シ ユ リ の育種 は行われ， 多 く の 当時， 発足 し た ばか り の明之内町花 き 園芸組合でユ リ t
i 品種を作 り 出 し て は い る が， オ ラ ン ダの育成数 は圧倒 の在来品種 を栽培 し て い た が， 切 り 花 と し て の商品価 ;
+ 的 に 多 く ， ま た ， 輸入球根の価格低下お よ び隔離検疫 値が低 い も の で あ っ た た め， 品種間や種間交雑 に よ り +
↓ 制 度 の 廃 止 と と も に ， 園 内 へ の 流 入 誌 が増加 し て い 優良系統の育成が行わ れ る よ う に な っ た。 .j.; る 。 最 初 に 育成 さ れ た の は， 昭 和 30 (附) 年， 沌 沢 ;

;
一一 … ー リ オ リ 一 る 朝鮮 ヒ メ ユ リ と ミ … 一

;エ ン タ ル系 ユ リ であ る が， 近年で は草姿の ボ リ ュ ー ム に よ る ‘越路姫' で， こ れ を皮切 り に 新品種育成が進ん

;
感 … 問 | き 立 つ オ リ …和 リ の評価 だ ま た
が高 くし ， 新i潟潟県 に お い て も ， ス カ シ ユ リ と と も に 生産 の ウ イ ル ス 権病抵抗性系統の作 出 な ど， 両氏 を 中 心 に ν
が特 に拡大 さ れて い る 。 次々 と 新品種が育成 さ れ て い っ た。 中 で も 昭和 50 年 +

以降育成 さ れた 征の舞二 ‘ マ イ プ レ テ イ サ マ ー キ ;+ f 新潟 県農業総合研究所園芸研究 セ ン タ ー ン グ' 等 は 夏場の抑制作型 に も よ く 適応 し ， 輸 入 品 種 ;
+ 当 セ ン タ ー は， 昭和 34 年新潟県農業試験場か ら 分 が流入す る 中， こ れ ら の オ リ ジ ナ ノレ品種は， 産地の主 +; 離独立 し， r新潟県 園芸試験場」 と し て 発足 し た。 園 力 品種 と し て 現在 も 栽培 さ れて い る 。 ; 
: 芸に つ い て の取 り 組み は ， 遠 く 明治 7 年新潟県樹芸場 こ の よ う な民間育種家 と は別 に ， 当 セ ン タ ー お よ び i
; が開設 さ れた と き か ら であ り ， 本格的な試験研究 に 着 佐渡農業技術セ ン タ ー で も 数々 の 品種が生み 出 さ れて Zj 手 し た の は 大正 時北蒲原郡京 ヶ 瀬村 に 専門 の 闘 い る o 当 セ ン タ ー では昭和 50 年代 に 紅姿 な ど 品 ?

場 を 開設 し た と き か ら であ る 。 昭和 8 年に は新津市七 顧， 平成 4 年 に は ‘ オ レ ン ジ ギ フ ト 1 6 オ レ ン ジ プ ロ ッ +; 日 町 に 移転， さ ら に 昭和 56 年， 北蒲原郡輩記 nn ・ 紫 サ ム ' の 2 品種 と ， ス カ シ ユ リ で は 数 多 く の 品種 を 育 ;
; 雲寺町両町に ま た が る 現在の場所 を 選定 し ， 圃場お よ 成 し て き た 。 ま た ， 種 間 雑 種 の 育成 に 関 し て は 昭和 ;
; び諸施設の改善整備が図 ら れた 。 38 年か ら 進 め ら れ， 昭和 63 年 に は E ス イ ー ト メ モ リ ij ま た 平成 9 年 に 山 の 農業問験研究機関 の ー ( カ ノ コ ユ リ × ヒ メ サ ユ リ ) が育成 さ れた。 t
+

機能 を統合 し ， 各種研究機能 を 充 実 強 化 す る た め， 佐渡良業技やjti'セ ン タ ー に お い て も ， 昭和 52 年の ‘ お ;i -… カ 新設 さ れ ー … し … … べ 』 せ ん か +
+ 
+ 

・t'.園田園圃園田 園晶-・園田子噌慰掴園盟国，究開芳明・・・ + 

I 守 婚 す ---川河 --酬線開 f了司圃圃圏-.. � 可 Jr :�圃量&;，，'， 1 
4 ふ読 まもζ JJ議ヰニ拘怨噛輔、 i 圃・E置E棚 、.� "t/ .岨盟盟冨 +

白蟻謹よニニ� 1"'"戸議ば司圃 ;
j 臨臨彊醤 R'晶画圃 ;; 開覇魁璽鯛贈 悩LJ.は圃圃園田・・ ?
f 図主主研究セ ン タ ー育成JJ1租l 'オ レ ン ジ プロ ツ ザム ' ボ ッ ク ス 栽培 T 
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; く ' 等多 く の ス カ シ ユ リ 新品種が育成 さ れて き た 。 附:叫圃E郎叫t_一一-」 ; 
; 以上の よ う な槻叩県附内育成品種勧お よ び国 内 . 海外育成嗣品 姐融臨酒圏眠酪盤週掴圃圃- : ; 種齢を， 当批セ ンげ夕 一 で吋は保僻存 し ， 現粧在 も州新品幡種 の岬育成伽に 臨曹櫨露欝越麹潤哩眉薗 ; 
+ 向 け て取 り 組み を行 つ て い る が， そ の保存品種数 は ス 目匝.. t司.曙蕗遍邑轟麗遍蕗盈君蕗淘圃 + 
; カ 抑シ ユ叫 リ で柑約 l問5印川0品摘種， テ 、ツyバポ ウ晴系 でれH踊1; オ判 リ エυ ン タ ル 系 ユ リ で約 50 品種， 合計 200 品種以上 盤溜E麟濯趨極議塑圃 ; ; と 数多 く ， 今で は こ こ で し か見 ら れ な い摘 も 存在す 橿祖国緬越甑擁調圃 ; 
す る 。 ま た ， 現在検定中， ま た は交配母本用 の育成系統 ・E監盤酒田彊車置置睡歯菌配岨彊 + ・・・圃・富野・・園陸・E留置z;..;書留調'司・!lJII留置 や; と し て約 150 系統が保存 さ れて い る 。 園醤蝿置顕圃圏E掴圃E露 ; 

f十. l' _圏.且酒邑司-掴-圃置-置- 争
; 新梢i潟弱県劇恥にこ お 制け る硝栽培駒の現糊状 園.離彊.薗闘哩冨 ; 
f 県 内 の ユ リ 栽培の歴史 は前述 の育種経過か ら も わ か 圃E盟.邑1‘h司罵璽!!3盃必唱圃園圃圃 + :

U
弘U誌 弘μ山 一……よM 川一う加 吋山』吋出古れく 一鰍附 一111 0)叩の例耳

間地， 5叩0ω0 111 ほ ど あ る 山 間地 と ， 県 内 全域 に 及ん で い 極盟圃圃圃圃.圃.樫壊摂野�;.ふふ d
・・・・聞鷹駅怒跨務主主読と ;{!'I.�本 bl する 。 球棟養成 ・ 切 り 花栽培 と も に 行わ れて お り ， 特 に 罵置聞開腰骸線総脚綴畿恥 I 品

切 り 花栽培 は近年 目 覚 ま し く 出荷hl を増や し ， と も に 図芸研究セ ン タ 一本館正面 : 
f 全国 ト ッ プ ク ラ ス の実績 を あ げて い る 。 +

+ f 主 に 生産 さ れて い る の は ス カ シ ユ リ と オ リ エ ン タ ル オ リ エ ン タ ル系 ユ リ の切 り 花生産で， 現状で は 冬期が す
+ 系 ユ リ であ る 。 ス カ シ ユ リ に つ い て は， 県 内育成品種 少量 と な る も の の， ほ ぽ通年で出荷で き る 栽培体系 と +; お よ び輸入品種の球根養成 か ら 切 り 花生産 ま で行われ な る よ う ， 作型の拡大が進 み つ つ あ る 。 た だ し ， オ リ 4; て い る が， オ リ エ ン タ ル系 ユ リ に つ い て は輸入品種の エ ン タ ル系 ユ リ に つ い て は生理生態の解明 が ま だ不十 ;
; 小球 を購入 し て の 1 作養成， お よ び養成球， 購入球 を 分であ り ， ま た 品種の変遷 も 早 く ， 各品種の特性 を十 f
+ 用 い た 切 り 花生産が中心 と な っ て い る o 分引 き 出 し た 高品質の切 り 花 周 年生産 と な る に は ま だ +
+ ユ リ の病害虫で特 に 大 き な問題 と な つ て い る の は ア 時問 を 要 すす- る 状況であ る 。 特 に 夏季高温H時1寺J に 定植 と な +;γ「プ丹仇ラ弘ム シ 葉一 る ア プ 升 … ラ

叩， TB川 印別) を 伝搬附す る た め， 1悶 の グ 奇形花等の生理隙害が発生 し や す い な どの 問題点 j
; 養成時 に は 特 に 注意が必要で， 春 先 は 闘場全体 を寒冷 があ る 。 こ れ を 回避す る 手法 と し て ， 生育初期 を低温 ;
す 紗で被覆 し た り ， 定期的な殺虫剤散布 を行 う な どの措 状態で管理で き る ボ ッ ク ス 栽培や芽伸 ば し 処理 な ど の ;
+ 置が必要 で あ る 。 葉枯病 ( ボ ト リ チ ス 菌) は高溜l多湿 取 り 組みが さ れ始め て い る 。 +t r時 に 発生 し や す く ， 葉だ け で な く ， 菅 お よ びそ の後の 当 セ ン タ ー では， 平成 7 年 よ り ボ ッ ク ス 栽培の試験 4; 開花花弁 に も 病徴が現れ， 切 り 花 の 品質低下 を 招 い て を 行 っ て お り ， 低温処理 の 混度 お よ び処理期 間 の 検 ;
; し ま う た め， 定期的な殺菌剤散布が必要 と な る 。 ま た 討， 培地の選定等の観点か ら 研究 を進 め て い る 。 県 内 i
j こ れ ら や他の病害虫の発生 拡大 問 く 意l同作は の産地で も 廃 ! ン ネ ノレ ( 常 時 山3T) を 利 用 し て ;

避 け ら れて い る 。 の ボ ッ ク ス 栽培が取 り 組 ま れ て お り ， 夏期定植作型の +; 近年の 県 内 ユ リ 生産 で大 き な 伸 び を 見せ て い る の は 切 り 花品質向上 に つ な が っ て い る 。 .j.
t争中ofoofoofoofoofoofooi<'ofoofoofoofoofoofoofo+ofoofo+ofoofo+oi<'oi<，，>joofo+++ofo+++ofoofo+ofo+4-+of咋ofo+ofoofoofoofoofoofo+ofo++++++++ぷ

人 事 消 息
( 7 月 16 日 付)
小島浩司氏 (農産園芸局農産課農産園芸専門官兼植物防

疫課) は通商産業省基礎産業局化学課長補佐 (化学肥
料班長) に

0言ト報
盟壁一主主氏 (元 静岡県柑橘試験場研究技監， 前 (株)

ト モ ノ ア グ リ カ 常任顧問) は ， 6 月 27 日 肺 ガ ン の た め
死去。 享年 68 才。

昭和 4 7 年 6 月 よ り 58 年 12 月 ま で， 本 誌編集常任委
員。

よ旦造え氏 ( (社) 段林水産航空協会 前会長) は 7 月
13 日 呼吸不全の た め死去。 享年 71 才
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